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は  じ  め  に   

 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（昭和３１年法律第１６２号（以下

「地教行法」という。））第２６条では，「教育委員会は，毎年，その権限に属する事

務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い，その結果に関する報告書を作

成し，これを議会に提出するとともに，公表しなければならない。」と規定されてい

ます。 

 神石高原町教育委員会では，この地教行法の規定に基づき，今後の効果的な教育行

政の推進を図るとともに，町民の皆様への説明責任を果たすため，「教育委員会の自

己点検及び評価」を実施し，教育に関する学識経験を有する者の意見を付した報告書

としてまとめました。 

特に令和２年度は，新型コロナウイルスまん延防止によりやむを得ず中止した事業

もありましたが，教育委員会では，今回の自己点検及び評価の結果について，町民の

皆様に公表するとともに，皆様のご意見を次年度以降の事業の立案に反映することに

より，教育行政の更なる推進に努めてまいりたいと考えておりますので，町民の皆様

のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

令和３年８月 

 

神石高原町教育委員会 
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Ⅰ 教育委員会の事務の点検と評価制度の概要                              

 

１ 点検と評価の趣旨 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条により，教育委員会

は，毎年，その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検と評価を

行い，その結果に関する報告書を作成して議会に報告するとともに，公表する

ことが義務付けられています。 

この報告書は，同法の規定に基づき神石高原町教育委員会が行った点検と評

価の結果をまとめたものです。 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は，毎年，その権限に属する事務（前条第一項の規定 

により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第 

四項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管 

理及び執行の状況について点検及び評価を行い，その結果に関する報告書 

を作成し，これを議会に提出するとともに，公表しなければならない。 

２ 教育委員会は，前項の点検及び評価を行うに当たっては，教育に関し学

識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

２ 対象年度 

   令和２年度 

 

３ 点検と評価の対象事業 

   点検と評価の対象は，神石高原町教育振興計画（平成２９年度～平成３６年度）

の基本計画に位置付けられている，①学力の定着と向上，②教育の環境づくり，

③生涯学習の推進，④豊かな歴史と文化の育成及び振興の４施策に関し， 平成

３１年度教育行政方針において，主要な施策として位置付けて実施した１２事業

について点検と評価を実施しました。 

 

４ 点検と評価の方法 

   点検と評価にあたっては，評価指標等を設定し，次項の表のとおり４段階の評

価としました。 

  

区   分 内   容 

Ａ  目標は，十分達成された。 
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Ｂ  目標は，達成された。 

Ｃ  目標は，十分に達成できなかった。 

Ｄ  目標は，全く達成できなかった。 

 

 

なお，「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条第２項の規定によ

る「教育に関し学識経験を有する知見の活用」に関しては，広い観点から知見を

期して，学校教育，社会教育分野での教育や人材育成に携わった経験をもち識見

を有する者として，これまで神石高原町立小学校等で教職を務められた前三和小

学校長の 平元清登 氏 からご意見とご助言をいただきました。 
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Ⅱ 教育委員会の活動状況及び活動概要                                

１ 教育委員会の活動状況 

（１）教育委員会教育長・委員 

職 名 氏 名 性別 備  考 

教育長 馬 屋 原 健 治 男 元教育関係者 

委 員 

（教育長職務代理者） 
山 本 剛 久 男 元教育関係者 

委 員 藤 原 和 則 男 団体職員 

委 員 森   恵 美 女 団体職員 

委 員 吉 津 賢 秀 男 住職（～R2.12.22） 

委 員 髙 石 元 子 女 
元教育関係者 

（R2.12.23～） 

 

（２）教育委員会会議の開催状況 

  定例会 １２回   臨時会 １回 

 

（３）教育委員会会議での審議状況 

  議決の状況 

議案番号 議 案 名 議決日 

議  案 

第１１号 
令和２年度神石高原町立学校評議員の委嘱について R2.4.23 

議  案 

第１２号 

令和２年度神石高原町立学校関係者評価委員の委嘱につい

て 
〃 

議  案 

第１３号 
神石高原町立学校職員服務規程の一部改正について 〃 

議  案 

第１４号 

神石高原町立学校通学費補助金の交付に関する規則の                               

一部改正について 
〃 

議  案 

第１５号 
神石高原町社会教育委員の選任について R2.5.19 

議  案 

第１６号 
神石高原町公民館運営審議会委員の選任について 〃 
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議  案 

第１７号 

令和３年度に小・中学校で使用する教科用図書の採択基本方

針について 
〃 

議  案 

第１８号 

神石郡教科書用図書採択地区の採択事務に関する規約につい

て 
〃 

議  案 

第１９号 
令和２年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定について 〃 

議  案 

第２０号 

「令和元年度教育委員会事務の点検及び評価」の外部評価委

員の委嘱について 
〃 

議  案 

第２１号 

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係教育委員会訓令の整備に関する訓令について 
〃 

議  案 

第２２号 

令和２年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定について 

（５月認定者） 
R2.6.25 

議  案 

第２３号 

令和元年度神石高原町教育委員会事務の点検及び 

評価について 
R2.7.29 

議  案 

第２４号 

令和３年度から使用する中学校用教科用図書の採 

択について 
R2.8.18 

議  案 

第２５号 
神石高原町図書館運営協議会委員の選出について 〃 

議  案 

第２６号 
神石高原町学校運営協議会規則の制定について 〃 

議  案 

第２７号 

神石高原町立小・中学校における学校運営協議会の運営等に

関する要綱の制定について 
〃 

議  案 

第２８号 
令和２年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について R2.9.23 

議  案 

第２９号 
神石高原町特別支援教育支援員措置要領の一部改正について 〃 

議  案 

第３０号 
教育支援委員会への諮問について R2.10.22 

議  案 

第３１号 

令和２年度特別支援学級において使用する教科用図書の採択

について 
〃 

議  案 

第３２号 
令和２年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について R2.11.27 

議  案 

第３３号 

神石高原町立学校等職員定期健康診断実施要項の一部改正に

ついて 
R2.12.24 

議  案 

第 １ 号 
令和２年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について R3.1.28 
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２ 教育委員会の活動概要 

（１）各種会議等への出席 

会  議  名 出席者 開催日 場 所 

令和２年度第１回広島県市町教育長会議 教育長 R2.5.7 Web会議 

令和２年度第２回広島県市町教育長会議 教育長 R2.5.18 Web会議 

広島県町教育長会 Web 会議 教育長 R2.6.15 Web会議 

令和２年度第１回広島県町教育長会，令和２

年度第３回広島県市町教育長会議 
教育長 R2.7.30 広島 YMCA 

令和２年度広島県町教育長会研修会 教育長 R2.11.6 世羅町 

令和２年度市町教育委員会教育長ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 教育長 R2.11.10 三和小学校 

議  案 

第 ２ 号 

令和３年度特別支援学級において使用する教科用図書の採択

について 
〃 

議  案 

第 ３ 号 
神石高原町図書館運営協議会委員の選任について R3.2.22 

議  案 

第 ４ 号 

教育委員会関係各種補助金に係る要綱の制定及び一部改正並

びに規則の廃止について 
〃 

議  案 

第 ５ 号 

令和３年度特別支援学級において使用する教科用図書の採択

について 
〃 

議  案 

第 ６ 号 
神石高原町立屋内体育施設管理運営規則の改正について R3.3.29 

議  案 

第 ７ 号 
神石高原町立グラウンド管理運営規則の改正について 〃 

議  案 

第 ８ 号 
令和３年度神石高原町立学校医並びに薬剤師の委嘱について 〃 

議  案 

第 ９ 号 
令和３年度神石高原町学校運営協議会委員の任命について 〃 

議  案 

第１０号 

神石高原町教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関す

る規則の一部を改正する規則について 
〃 



7 

 

令和２年度第１回広島県東部教育事務所管内

教育長会議等 
教育長 R2.11.20 

東部教育 

事務所 

令和２年度第３回広島県市町教育長会議 教育長 R3.1.22 Web会議 

第 12回ふくやま子ども「生きる」美術展表彰

式 
教育長 R3.3.7 

ふくやま 

美術館 

 

 

（２）議案以外の報告・協議状況 

開催日 定例会における報告・協議内容 

R2.4.13 新型コロナウイルス感染症対策対応について 

R2.4.23 新型コロナウイルス感染症対応について 

〃 令和２年度中学生海外交流事業募集中止について 

〃 令和２年度油木高等学校海外交流支援事業中止について 

〃 令和２年度はやぶさ塾，神ゼミ開講について 

〃 令和元年度末町内中学校の進学状況について 

〃 令和２年度緊急連絡体制について 

〃 令和元年度英語・漢字能力検定等補助金交付実施状況について 

R2.5.19 新型コロナウイルス感染症対策対応について 

〃 令和２年度版油木高校７の支援について 

〃 令和２年度各小・中学校児童生徒数の推移について 

R2.6.25 新型コロナウイルス感染症対策対応について 

〃 新型コロナウイルス感染症対策に係る放課後子ども教室再開状況について 
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〃 成人式について 

R2.7.29 成人式の延期について 

〃 ７月補正予算について 

〃 義倉助成金について 

R2.8.18 令和元年度神石高原町教育委員会事務の点検及び評価について 

〃 新ＡＬＴ着任について 

R2.9.23 神石高原町教育行政施策策定委員について 

〃 
神石高原町豊松学校給食共同調理場調理等業務の民間委託事業者選考につ

いて 

〃 
神石高原町豊松学校給食共同調理場調理等業務の民間委託事業者選考委員

会委員の委嘱について 

〃 神石高原町学校運営協議会規則について 

R2.11.27 教育支援委員会からの答申について 

R2.12.24 GIGAスクール構想の実現に向けた計画等について 

〃 神石高原町文化財保護委員会からの答申について 

R3.1.28 教育支援委員会からの答申について 

R3.2.22 指定学校変更の許可について 

〃 令和２年度要保護・準要保護児童・生徒（入学前支給）の認定について 

〃 令和３年度神石高原町教育行政方針について 

〃 神石高原町教育振興計画中間見直しによる改正について 
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〃 郡ＰＴＡ連合会からの要望書について 

〃 令和３年度小・中学校児童生徒数について 

〃 
町立学校の教育職員の在校等時間の上限に関する方針及び学校における働

き方改革取組方針について 

R3.3.29 各種補助金交付要綱の制定について 

〃 令和３年度教育委員会関係当初予算について 

〃 神石高原町子ども読書活動推進計画（第三次）について 

〃 令和３年度神石高原町立小中学校教職員の人事異動について 

〃 令和３年度神石高原町教育委員会事務局職員の人事異動ついて 

 

 

（３）教育委員会委員の学校訪問 

訪問日 訪 問 先 内  容 

  
※新型コロナウイルス感染症の影響によ

り未実施 
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令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 個に応じた細やかな指導 

短期経営目標 確かな学力の向上 

 

１ 短期経営目標（具体） 

主に，次のことに取組み，学力向上を図る。 

① 授業力向上に向けた研修 

② 外国語活動の中学校へのスムーズな接続 

③ 読書習慣の定着 

 

２ 取組・方策 

① 「学びの変革」の推進等，授業改善を踏まえた町教育委員会主催研修等の

充実 

・町主催研修において，各校の「学びの変革」推進リーダーを対象とした研

修を実施する。その際，研究授業を基にした協議や実践交流を行うことによ

り研修の充実を図る。 

・「主体的な学び」を促す単元開発を全教員が行うとともに授業実践を行う。 

・研修内容を各校に還元することを踏まえ，研修の対象者を各校の核となる

教務主任・ミドルリーダーとする。  

② 小学校の外国語担当教員を対象とした町教育委員会主催研修の充実 

・指導教諭の研究授業を基にした協議や各領域に関連した指導方法等の研究

を行う。 

・ＡＬＴを活用した研修による英語力の向上を図る。 

・学習指導要領改訂を踏まえた国の最新の動向等を共有する。 

③ 各学校において，読書習慣定着のための取組みの充実 

・児童会や生徒会活動，学校だより等による本の紹介・家庭での読書の呼び

かけを実施する。 

・各学校における学校図書館システムの積極的活用を行う。 
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３ 評価 

① 当初計画していた研修において，新型コロナウイルス感染症対策のため 

延期や内容等変更を行った研修も複数あった。しかし，可能な範囲で集合研

修を実施し，研究授業・協議等を行うことにより，研修内容を各校の授業改

善にいかすことができた。  

② 小学校の外国語担当教員に加え、中学校英語科担当教員も研修に参加する

ことにより，各校種における指導について共有するとともに中学校へのス

ムーズな接続についても協議することができた。 

③ 児童会や生徒会による本の紹介や学校便り等で家庭での読書の呼びかけを

行うことができた。また，各学校において学校図書館システムの積極的活

用を行うなど，読書習慣定着のための取組みを行うことができた。 

 

全国学力学習状況調査 

・令和２年度全国学力状況調査未実施  

・令和２年度広島県学力状況調査未実施 

総合評価 Ｂ 

 

４ 改善策 

①  各校の児童生徒実態に応じた「主体的な学び」の姿を具体化し，授業力向

上に向けた研修を充実させ，全教職員で授業改善を更に推進する必要があ

る。 

② 引き続き小中学校の教員が研究授業を基に協議等を行う。その際，小中連

携の視点での協議も充実させる。  

③ 各校の読書習慣定着に向けた取組について交流することにより，町内全体

で共有して取り組む必要がある。   
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令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 生徒指導等の充実 

短期経営目標 豊かな心や健やかな体の育成 

 

１ 短期経営目標（具体） 

① 「不登校児童生徒」への対応として，「不登校児童生徒の未然防止における

取組」と「不登校児童生徒への学校復帰をめざした指導と支援」の二つの

視点で取り組む。 

② 「いじめ」に対して，「いじめ」を受けている児童生徒の立場になり，「いじ

めは絶対に許さない」という毅然とした態度で指導することにより，「いじ

め」を減少させる。 

③ 健やかな体を育成するため，日常から体を動かす習慣を身につけさせる。 

 

２ 取組・方策 

① 組織的な生徒指導体制の確立に係る研修の実施 

・管理職や生徒指導主事を対象に，生徒指導上の危機管理体制確立を目

的とした内容を扱い，いじめや不登校児童生徒，問題行動等に対する

組織的な取組態勢の確立について研修を行う。 

・児童生徒の欠席状況を把握し，欠席日数が多い児童生徒に対して，早

期対応として担任と生徒指導主事による家庭訪問を実施することによ

り，不登校対策にいかす。 

② 問題行動の実態把握と指導 

     ・各学校からの問題行動発生時及び月末報告により積極的に実態把握を

行う。また，問題行動等の対応について課題がある場合は，教育委員

会が，学校訪問をし指導を行う。 

・スクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカーを活用した指導

を行う。 

③ 体力つくり推進リーダー研修の実施 

・各学校の体力づくり計画に基づいて取組みを推進する。 
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３ 評価 

 

 

① 児童生徒の関わりをより意識して取り組むことにより，相談しやすい環境

づくりを行うとともに，児童生徒の変化に気づくなど実態把握に努め，早

期発見ができつつある。 

② スクールソーシャルワーカー（SSW）を町単独雇用し，児童生徒を取り巻

く環境をとらえ学校との密な連携をすることにより，指導にいかすことが

できた。 

③ 業間体育を活用するなど，学校全体で体を動かすことができるよう工夫し

ている。また，推進リーダーを中心に指導のポイントを共有し指導を行う

ことができた。 

件 

不登校 暴力行為 いじめ 

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 

令和２年度 ３ ８ ８ ２ ７ ３ 

令和元年度 ２ １０ ９ ５ ８ ２ 

平成３０年度 ５ ８ ８ １１ ７ １１ 

平成２９年度 ２ ７ ０ １ ０ ４ 

総合評価 Ｂ 

 

４ 改善策 

① 教職員間の意識統一や情報共有を行い，全教職員による組織的な指導が行

えるよう，管理職研修や生徒指導主事研修で指導・助言等を行う。 

学期末毎に児童生徒アンケートや個人面談を実施すること等により，積極的

に児童生徒の実態把握を行い，不登校傾向の児童生徒やいじめ等への早期対

応ができる学校組織づくりを構築させる。 

② スクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカーの活用や子育て支援

ネットワーク会議との連携強化や関係機関との連携（東部子ども家庭セン

ター，子育て応援課，保健福祉課，ハート＆ハート等）を図る。 

③ 「体を動かすことが好き」な児童生徒の育成のため，スポーツテスト等を

目標に，体育や業間体育の時間を中心に運動量を増やす等の工夫を行う。

また，日常的に体力増進に努める学校生活づくりの検討や実践を行う。 
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令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 情報の公開及び学校評価・自己評価の推進 

短期経営目標 信頼に応える学校づくり 

・情報発信及び学校評議員，学校関係者評価委員の意見を学

校経営に活かす。 

 

１ 短期経営目標（具体） 

① 学校評価の充実 

・学校評議員, 学校関係者評価委員会の充実 

② 情報発信 

   ・学校だより及び学校ホームページによる情報発信 

③ 教職員の不祥事防止 

   ・町不祥事防止対策協議会の取組みの充実 

 

２ 取組・方策 

① 学校評議員や学校関係者評価委員への来校依頼，学校関係者評価委員会の

定期的開催及び意見を学校経営へ反映させる。 

② 学校だよりの配布・配信の徹底，学校ホームページの定期的な更新等によ

り，学校の状況を保護者及び地域へ「見える化」する。 

③ 各校における不祥事防止委員会の機能化及び研修の充実等の取組みを，町

不祥事防止対策協議会において検証・意識調査分析等を行う。 

 

３ 評価 

① 新型コロナウイルス感染症対策により回数は減少したが，実施できる際に

は学校評議員，学校関係者評価委員に来校していただいた。 

② 子供の姿や学校の取組等について，各校が工夫した学校だより作成・配付

を行った。また，各学校ともホームページの定期的な更新及び充実に取り

組んだ。 

③ 意識アンケートの実施や各校の服務規律に係る研修資料の交流を行うこと

により，研修の充実及び教職員個々の意識向上を図った。 

総合評価 Ｂ 
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４ 改善策 

① 学校評議員・学校関係者評価委員により活動状況の検証を行い，より一層，

学校と地域の連携を図る。 

② ホームページ等の定期的な更新及びその内容について点検・指導の充実を

図る。 

③ 不祥事事案の発生件数９件（交通事故・違反）であり，特に９月までが多

発した。注意喚起等を継続的に行うことにより，１０月以降は０件になっ

た。今後も引き続き研修の工夫や注意喚起等を行い，個々の意識を向上さ

せる必要がある。 
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令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 教育環境の整備 

短期経営目標 GIGA スクール構想にともなう教育機器の整備 

 

１ 短期経営目標（具体） 

文科省が進める GIGA スクール構想の実現。1 人 1 台の端末と高速通信環境の

整備をベースとして，Society 5.0 の時代を生きる子供たちのために「個別最適

化され，創造性を育む教育」の実践 

 

２ 取組・方策 

児童生徒に対し一人一台のタブレットを導入する。 

 

３ 評価 

児童生徒に対し一人一台のタブレットの導入が１０月末に完了し，学校現場で

の活用が始まった。 

総合評価 Ａ 

 

４ 改善策 

学校現場での更なる積極的な活用を今後検討 
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令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 教育環境の整備 

短期経営目標 連携型中高一貫教育の推進と持続可能な中等教育システム

の確立 

 

１ 短期経営目標（具体） 

広島県立油木高校と町内２中学校とが連携型中高一貫教育校として，平成 26

年 4 月より本格実施となった。そこで，連携教育を今後一層充実させ，持続可

能な中等教育システムを構築する。 

 

２ 取組・方策 

① 中高一貫教育の充実（中高一貫教育推進委員会を中心とした取組み） 

（１）教科連携 

・定期的な中高交流授業（英語・音楽）の実施，教職員研修(教科部会）の開

催，各校公開研究会への参加 

（２）教科外連携 

・進路指導・生徒指導・総合的な学習の時間等を中心とした教科外研究と中

高の情報交流 

・3 月に，三和中学校の校内研修と教育研究部会（総合・生活）と中高一貫教

育支援会議の合同で研修会を行い，ケーブルテレビで放送し広く住民へも活

動について知ってもらった。 

（３）部活動連携 

・部活動交流（合同練習会，中体連大会での審判） 

（４）中高合同行事 

・油木高校体験入学への連携校中学 3 年生全員参加・油木高校学習成果発表

会はコロナ禍のため中学生は直接参加せず，後日ビデオを各中学校で視聴。

やまぼうしコンサートについては，無観客としてやまなみ文化ホールで開催

しその様子をケーブルテレビで放映するなど，方策を考えながらできること

を実践した。  

  ・油木高生に学ぶ進路学習会の開催はコロナ対策をして行い，英語暗唱大会

は中止とした。 

  ・中高生による次世代議会については，発表の場の機会を確保するためコロ

ナ対策を行い開催した。 

（５）先進地視察研修 

・コロナ禍の為実施できなかった。 

② 啓発活動と油木高校魅力づくり（連携型中高一貫教育支援会議を中心とした
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取組） 

（１）広報紙の発行 

・中高一貫教育ジャーナル（3 回/年），油高生への７つの支援（児童・生徒・

保護者・町民）の配布。 

・中高一貫教育ガイド版 2,000 部（油木高校並びに町内中学生・保護者を中

心）の配布。 

（２）教育講演会の開催 

・3 月に，三和中学校の校内研修と教育研究部会（総合・生活）と中高一貫教

育支援会議の合同で研修会を行った。 

・講師には，「油木高校魅力化+（プラス）プロジェクト」㈱Prima Pinguino(ﾌﾟ

ﾘﾏﾍﾟﾝｷﾞｰﾉ)跡見愛美プロジェクトマネージャーを迎え，小中高の学びの連携

についての講演を行った。 

（３）油木高校魅力づくり 

・ＨＳＪ事業運営費補助，公設塾「はやぶさ塾」への補助，海外研修事業費

補助については，令和 2 年度は渡航制限等あり中止とした。 

・町外生通学定期券補助，高校生への各種検定及び中学生への英･漢･数検定

料補助 （合格者のみ） 

・「油木高校魅力化+（プラス）プロジェクト」㈱Prima Pinguino(ﾌﾟﾘﾏﾍﾟﾝｷﾞｰﾉ)

との取組 

・カリキュラムづくり（教科及び探究の時間） 

・教育への研修 

・生徒への指導 など 

 

３ 評価 

① 教科連携においては，油木高校から三和中学校，神石高原中学校へ英語の授

業に各校 5 時間ずつ TT として加わり，神石高原中学校から油木高校へ英語

（4 時間）・音楽（10 時間）の授業指導で連携している。また，教職員研修と

してそれぞれの教科部会や公開研究会へ参加し，共に研修している。 

② 教科外，部活動連携では，進路指導や生徒指導で相互に情報交流をしたり，

「総合的な学習の時間」では，中高 6 年間のカリキュラムづくりを行ってい

る。 

③ 合同行事として油木高校オープンスクールへの町内中学校3年生の全員参加

をはじめ，町内中学校 2 年生の油木高校学習成果発表会のビデオを各学校で

視聴。 

 吹奏楽部の合同演奏会「やまぼうしコンサート」を実施した。 

④ 啓発活動として，今年も年 3 回の中高一貫教育ジャーナルの作成，７つの支

援のパンフレットの作成，中高一貫教育ガイドの作成を行った。 
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⑤ 講演活動として３月に町内小中高の教職員を中心とした，中高一貫教育講演

会を上記報告のとおり合同で実施した。講師は「油木高校魅力化+（プラス）

プロジェクト」㈱Prima Pinguino(ﾌﾟﾘﾏﾍﾟﾝｷﾞｰﾉ)跡見愛美プロジェクトマネー

ジャーを招き，目指すべき姿，9 つのルーブリックについて，小中高大学，社

会へつながる学びについて講演していただいた。 

⑥ ＨＳＪ事業運営補助金，公設塾「はやぶさ塾」への助成，町外通学生徒の定

期券補助事業，各種検定補助事業等を実施する中で，入学生の確保（地元率：

５９％，入学率：６５％，町外生：１９／５２人）や進路実現（国公立大入

学者：１名，町内就職者：６名）を果たすことができた。 

海外研修事業助成については渡航できないため本年度は実施しなかった。 

総合評価 Ａ 

 

４ 改善策 

① ふるさと創生人材の育成や中高一貫したカリキュラムとしての油木高校の

「総合的な探求の時間」に係るおおまかな骨格はできたので，今後油木高校

が中心となって進めていけるように，引き続いて油木高校魅力化+（プラス）

プロジェクト推進会議も一緒になって推進していく。 

② 中高共に「地域」をテーマに学習し，その成果を「次世代議会」で発表し合

い，中高連携教育を一層充実させていく。 

③ 油木高校の特筆すべき魅力支援策（はやぶさ塾・「７つの支援」）をより魅力

化していくために，生徒・保護者及び町民のアンケート結果を参考にしなが

ら検討していく。 

④ ㈱Prima Pinguino(ﾌﾟﾘﾏﾍﾟﾝｷﾞｰﾉ)と取組んでいる「油木高校魅力化+（プラス）

プロジェクト」を関係者に引き続き情報提供していく。 
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令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 食育の推進 

短期経営目標 食育の推進 

 

１ 短期経営目標（具体） 

① 近年，児童生徒の食生活をめぐる環境は大きく変化し，栄養の偏りや不規則

な食事による肥満や生活習慣病の増加など，食に起因する問題は様々であり，

問題解決のために食育を推進する必要がある。 

② 食に関する専門性を持った栄養教諭を中心とし，児童生徒や保護者が「食」

に関する知識と「食」を選択する力を習得し，健全な食生活を営むことがで

きるよう，食育の充実を図る。 

 

２ 取組・方策 

① 食育の年間計画に基づき，栄養教諭を中心に食育の授業に取り組む。 

② 地場産品食材を多く使用した給食を提供するため，また，旬の食材の活用を

図るため，栄養教諭・学校栄養職員や関係機関と連携し，給食に使用する食

材の掘り起しや献立検討を行い，学期に１度「神石高原ランチ」を提供する

（食育地産地消推進事業）。 

 

３ 評価 

① 栄養教諭が町内各校に出向き，授業を行っている。 

② 神石高原ランチを学期に１回実施し，地元食材や旬の食材について指導を行

っている。 

総合評価 Ｂ 

 

４ 改善策 

① 栄養教諭を町内各校への活用を広げ，食育の啓発を進めていく。 

② 地場産品食材を積極的に取り入れるための体制づくりや，関係機関と連携を

図る。神石高原ランチの月１回実施。 
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令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 協働支援センター・図書館等を拠点とした生涯学習施設の充実 

短期経営目標 学習機会の提供及び学習環境づくり 

 

１ 短期経営目標（具体） 

今日的課題や地域課題など個々に応じた学習機会の提供や情報発信に努め

る。 

 

２ 取組・方策 

社会教育・生涯学習をまちづくり推進課（現未来創造課）に移行し４年が経

過。４地域に発足した協働支援センターと連携し，全ての町民がいつでも，ど

こでも学びたいときに等しく学習できる機会を住民自らが企画・提供するスタ

イルの定着をめざし，乳幼児期から成人期における幅広い層を対象とした事業

展開に努めた。 

 また，地域子育て支援センター事業「アイアイ」との連携，放課後子ども教

室事業，人権啓発事業，文化芸術鑑賞会，ふるさと成人式の開催等，広く学習

機会を提供し，知的で心豊かな生活，活力あるまちの実現をめざした。 

 

３ 評価 

従来の公民館事業運営が各協働支援センターでの取組にシフトされ，徐々に

定着しつつある。行政直営の時にはみられなかった住民目線での新たな講座や，

伝統文化の継承や地域課題解決にシフトした多様な機会提供も行われ始めた。 

総合評価 Ａ 

 

４ 改善策 

① 様々な学びの機会を創出し，まちづくりの根幹である人材育成を図る。 

② コロナ禍であってもオンライン研修会などを活用し担当者のスキル向上を

図るため，研修等の情報提供と積極的な参加を促し，協働支援センター間で

も情報共有する。 

③ 老若男女問わず地域の新たな講座や事業展開のため，住民ニーズの発掘に努

める。 

④ 引き続き受講生が固定化する傾向にある講座については，学びの期間を設定

するなど自発的な活動に移行するよう今後も働きかける。 

⑤ 夜間の活用など開催時間の設定等，幅広い年代の人に参加してもらえる柔軟

な環境づくりも必要である。 
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令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 協働支援センター・図書館を拠点とした生涯学習施設の充実 

短期経営目標 図書館の充実及び図書情報の発信 

 

１ 短期経営目標（具体） 

読書活動を通じた「教養のまちづくり」を推進する。 

 

２ 取組・方策 

① 平成 29 年度より図書システムを機能強化し，図書館と学校図書の相互貸し

出しを行うことができる体制が整えられ，相互貸借により図書の効率的な活

用が図れている。 

② 「ブックスタート事業」や令和２年度は中止となったが読書感想文コンクー

ル等の読書習慣定着に向けた取組を行うとともに，読書に親しんでもらえる

ように，「絵本のおはなし会」，「おはなしコンサート」の開催や図書館だより

を毎月発行している。 

 

３ 評価 

本の貸し借りだけでなく滞在型の図書館利用や，ボランティア団体との連携

や，高齢者や保育所など町内の図書館の遠方地域に出向き出張貸し出しを行う

など，生涯学習の拠点として広く開放できている。 

総合評価 Ａ 

 

４ 改善策 

① 施設の管理運営だけでなく新規自主事業の展開も増え，利用者からも概ね好

評の評価（苦情件数０件）を得ている。 

② 町内の学校図書館との連携及び有効活用を図っていく。                                                                                     

③ コロナ禍もあり利用者数はやや減少しているものの，Free Wi-Fiスポットの

設置や，パソコン相談窓口，出張貸し出し，映画鑑賞会，開館時間の一部延

長等の新たなアイディアにより図書の貸出数は増加している。 

【参考】 

月間平均来館者数 

平成 29 年度：1,076 人 

平成 30 年度：1,067 人 

令和 元年度：967 人（3 月コロナウイルスによる利用制限）  

令和 2 年度：684 人（緊急事態宣言による利用制限）                                                                 
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令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 人権を尊重する社会づくり 

短期経営目標 人権尊重への意識高揚，推進体制の充実 

 

１ 短期経営目標（具体） 

人権尊重の精神に徹し，あらゆる差別をなくす意欲と実践力を持った住民の

育成を図り，明るく住みよいまちづくりを推進する。 

 

２ 取組・方策 

町，町教育委員会，社会教育委員，人権擁護委員，自治振興連絡協議会等で

構成する人権学習推進実行委員会を中心とした人権教育を推進する。 

 

３ 評価 

自治振興会単位及び福祉施設等での学習会が定着しており，地域や時代の実

情に応じた人権教育により，自発性を重視した住民の協働互助の学習の場を今

後も提供する。コロナ禍の影響により全地区での開催が出来なかった。 

総合評価 Ｂ 

 

４ 改善策 

① 一人でも多くの住民参加を得るため，人権の取組課題として挙げられている

17 項目をテーマにした DVD 教材を活用した学習会のほか，多様な価値観を

学ぶため，専門家等を招いての意見交換会形式の学習会なども取り入れる。 

② トイレへの落書き事象は同和問題に対する差別意識の表れであり，部落差別

解消推進法に照らし，引き続き教育と啓発を粘り強く継続していく。 

③ コロナウイルス感染症の拡大に伴い，SNS 等で誹謗中傷や心ない書き込み等

による不当な差別や偏見・デマ等が全国的に問題視されていることを受け，

神石高原町新型コロナウイルス感染症対策推進条例を制定し，本町でもそう

した事案を想定した周知や啓発を行っていく必要がある。 
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令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 スポーツの振興 

短期経営目標 体育協会並びにスポーツ少年団への支援 

 

１ 短期経営目標（具体） 

スポーツの普及振興により町民の体力向上とスポーツの持つ価値や意義を広

く周知し，町民の生きる力の育成と活力ある地域社会の構築をめざす。 

 

２ 取組・方策 

① 町体育協会へのヒヤリングや支援を通じ町民の体育への関心を高め，併せて

コロナ禍におけるスポーツの意義や感染予防策を啓発した。 

② 小中学生に夢を与えるトップアスリートを招いたスポーツ教室を複数企画

したが感染拡大を考慮しやむを得ず中止した。 

③ スポーツ推進委員を中心に，幅広い年代で個人でも取り組めるニュースポー

ツとしてズンバの普及を研究・実施した。令和 3 年度も継続的に取り組む。 

 

３ 評価 

スポーツ活動に限らず，スポーツを通じた健康づくりや地域づくりに資する

取組をさらに深化したい。コロナ禍でも個人で活動できるスポーツの研究に取

り組んだ。 

総合評価 Ｂ 

 

４ 改善策 

①スポーツ推進委員の活動を広く町民へ周知し，委員に期待される地域での推

進活動に今後も積極的に取り組む必要がある。 

②学校教育現場との連携を図り，子どもの体力の向上に関わることで，地域の

体力向上の底上げを行う。 

② 老朽化する社会体育施設を安全に開放し，利用しやすい施設にするため，フ

ェンス，壁面，床等の安全対策や水銀灯から LED 照明への順次切り替え，

多目的トイレの充実（ベビー用チェアやおむつ替えシート設置）等を計画的

に行う。 

④出前スポーツ教室や体力測定は，開催時期や時間帯，年齢層を工夫するなど

改善を行う。 
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令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 文化の継承・保存 

短期経営目標 質の高い芸術並びに文化の提供 

 

１ 短期経営目標（具体） 

質の高い芸術・文化の体験，鑑賞ができる機会の提供を行う。 

 

２ 取組・方策 

① 町文化連盟のヒヤリングや活動支援を行うことで，地域に根付いた文化の伝

承や地域コミュニティの醸成をはかる。 

② ②住民が心豊かに暮らすため，質の高い芸術・文化の体験，鑑賞ができる機

会を提供することで，豊かな感性を養い文化に対する意識の高いまちづくり

に資する。③イベントや文化団体の紹介などホームページを活用した情報発

信を強化することで文化・芸能の拠点となる施設の管理運営を行う。 

 

３ 評価 

町文化連盟への支援などのより限られた財源を有効活用し，住民に幅広く一

定の機会提供の仕組みが出来ている。コロナ禍もあり大勢の人を集めての大会

は中止となったが少人数や個人での活動により文化の火を消さない取り組みが

なされている。 

総合評価 Ｂ 

 

４ 改善策 

①引き続き町総合文化祭，県民文化祭の開催などにより，多くの町民が，芸術・

文化に親しみ鑑賞などができる場の提供を行う。  

② 費用対入場者数の面から，都市部の音楽ホール並みの多種多様な事業展開は

困難であるが，年 1～2 回程度の地域住民のための音楽コンサートや年 1 回

の小中巡回演奏会を予算の範囲内で開催していく。（令和２年度中止） 

③ 一昨年実施したコンサートホールに来場することが難しい幼児や高齢者な

どに音楽・芸術・文化を届けるアウトリーチを定期的に計画・実施する。 

④ さんわ総合センターやまなみ文化ホールの利活用を促進するため，イベント

や文化団体の紹介などホームページを活用した情報発信を強化した。 

⑤コロナ感染症対策を積極的に取組，利用者の安全に配慮した施設運営及び来

場者等の対策に努める。                                                                   

 

 



26 

 

令和２年度 点検及び評価 

 

中間経営目標 文化財の継承・保存 

短期経営目標 文化財の保存及び継承 

 

１ 短期経営目標（具体） 

文化財が町の歴史，文化等の理解，将来の発展のために欠くことのできない

資源であることを認識し，それらを次世代につなぎ，保存，活用する。 

 

２ 取組・方策 

・町指定文化財，古文書を含む歴史的文書等の保存，活用等について協議，検

討するとともに，予算の範囲内での補助・助成を行う。 

・民俗資料館の管理，運営 

・埋蔵文化財の発掘調査 

 

３ 評価 

・文化財の継承を行うため，三和地区３カ所の看板設置を行った。 

・文化財の保存を行うため，令和２年度も民族資料館の指定管理者・委託管理

者へ契約を行い，定期的に報告を受け，管理の指示を行った。 

・埋蔵文化財の協議を県文化財課と行い，埋蔵文化財が近くにある際は，工事

の立会を行い，埋蔵文化財等の発見はないか調査を行った。 

・現在，依頼している古文書整理については，他課の行政文書に範囲が及ぶ為，

行政文書を管理する総務課と連携を行い，整理の作業を進めていった。 

総合評価 Ａ 

 

４ 改善策 

① 令和２年度も指定文化財を解除する等，所有者・保持者の高齢化や後継世代

の育成の課題等もあり，従前の管理，継承が困難な状況になりつつある。 

② 既存の文化財の確認を行うとともに，地域の共有財産としての扱い方を検討

しなければならない。文化財補助金事業も検討する必要が有る。 

 

 

 

 

 

 

 



27 

 

外部評価委員の意見 

 

今日，我が国の教育を取り巻く社会情勢は，グローバル化，少子高齢化の進展，高

度情報化社会，格差の存在，産業構造，雇用の変化等課題が山積しています。また，

新型コロナウイルスに伴うオンライン教育など新しい教育様式の実践やコロナ禍で

の自宅学習等による教育格差問題が指摘されています。 

そうした中で，これからの教育において，個々の課題に適切に対応するとともに，

求められる人材育成像が変わる中で，子どもから高齢者までの人の成長を見据えた取

り組みがこれまで以上に求められています。 

本町においても，教育を取り巻く情勢は同様であり，求められる状況の変化に対応

して，主体的な生き方や国際社会において力の発揮できる人材育成，地域における連

帯感の形成，子どもたちから高齢者までが安心して心豊かに学べる環境づくりが必要

です。これらの取り組みを通して，神石高原町に住んでよかったと思える教育の推進

が教育行政には求められています。 

 

Ⅰ 教育委員会の活動状況及び活動概要について 

 本町の教育委員会会議は，定例化され協議内容も多義にわたり論議が尽くされた施

策執行が行われており，十分にその機能を果たしていると認められます。 

 ただ令和 2 年度は，新型コロナウイルス感染症対策への対応，そのために延期や内

容変更がなされた施策などがあり，未知の部分が多い中執行に苦慮されたことと思い

ます。教育委員会においては，小・中学校への学校訪問はコロナ禍のなか未実施とな

りましたが，小中校長からの学校経営の意見聴取や授業参観等を通して児童生徒の実

態に触れ，各校の成果や課題や要望等を適切に把握されることは重要です。今後は，

本町のように小規模校７校しかない状況を生かし，年間を通して計画的に全校を訪問

される取り組みやできない状況下にある場合は，訪問に変わる対応を通して，各校の

状況をしっかり把握されるとともに，適切な指導と支援をしていただきたいと思いま

す。そのことが学校の活力と教職員の意欲につながると思います。 

「学びの変革」に向けて児童生徒に学ぶ意欲や主体的な学びができる力をつけるた

めの研究や授業改善を，核となるリーダーの育成に力を入れてください。小・中学校

とも不登校，暴力行為，いじめの件数をみると取り組みの成果がみられます。悩みを

抱える児童生徒，保護者，教職員のために，今後も未然防止・早期発見・早期対応の

取り組みが組織をあげて取り組めるよう，関係機関との密な連携や相談体制の充実た

めの支援に力を入れてください。 

 教育施設整備については，老朽化に伴い計画的に改修工事がされており，今後も利

用される方や児童生徒が安心安全に活用できるよう豊かな教育環境づくりのために

努力していただきたいと思います。 
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 学校教育活動は，各校の成果と課題を見据えながら取り組みへの的確な指導・助言

が必要です。また，その後の経過や成果についても検証してください。     

学校課題を解決していくために学校長の学校経営方針を把握して，必要な人材が配

置できるよう人事異動についても配慮していただきたいと思います。 

 中高一貫教育推進に向けて，教科連携や教科外研究や合同行事・生徒間交流が取り

組まれ，積極的に情報発信もされています。持続可能な中等教育システムが構築出来

るよう今後とも支援をお願いします。 

人権教育，国際理解教育，食育等はすぐに成果が出るものではないと思いますが，

子どもたちの豊かな人間性を育成するために欠かすことのできないものです。今後も

充実していただきたいと思います。 

 芸術・文化の振興，生涯学習の推進についても着実に実績が上がっていると思いま

す。今後も質の高い芸術・文化・生涯学習の機会の提供をお願いします。 

 

Ⅱ 点検評価の結果について 

 点検評価の結果については，前年度の主要な事業ごとの取り組みを評価して改善策

を明らかにし，執行した結果がわかりやすく的確に評価されています。以下は，令和

２年度点検及び評価に基づいて評価していきます。 

① 個に応じたきめ細やかな指導 

「学びの変革」の推進に向けて，主体的・学習者基点の学び，対話的で深い学び

ができるよう推進リーダーを中心に研修の充実と授業改善をさらに進めてくださ

い。特に「学びの変革」を担うリーダーの指導力の養成が大切です。  

教科指導力に優れた教員をモデルとした授業公開や授業づくりの研究が大切だ

と思います。その成果を全校へ普及してください。児童生徒においては，家庭学習

を活用して基礎・基本の定着と，できたという喜びと学ぶ意欲を育むことを通して

主体的な学びにつなげてください。家庭学習はコロナ禍の中家庭環境を十分配慮し，

教育格差のない指導をお願いします。 

外国語活動の充実では，学習意欲が学年が上がる中で低下することのないように，

また小学校で学習した内容や指導方法が中学校へ発展的に活かせることが大切で

す。  

小学校で教科として導入が始まる中，中学校との接続がスムーズにできるように，

「聞くこと」「話すこと」から「読むこと」「書くこと」を総合的にまた系統的に扱

い，中学校へスムーズに接続ができることを重視した研修の充実を図ってください。 

読書週間の定着での取り組みでは，今後も学校・家庭・地域が連携しそれぞれの

特性を生かした読書週間を身につけさせる取り組みを進めてください。学校図書館

システムの積極的活用と質の高い本の収集とそれに携わる職員のスキルの向上や

ボランティアの育成にも努めてください。 

② 生徒指導等の充実 
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点検及び評価の結果によると，取り組みの成果がよくあらわれています。項目

によっては少し課題が見られますので，しっかり究明し今後も未然防止・早期発

見・早期対応を家庭・関係機関と連携しながら組織をあげて取り組んでください。

町独自での専門家の雇用など指導への積極性がうかがえます。 

健やかな体の育成では，運動を日常化するために各学校で運動する時間の確保

と運動できる場所や内容を設定し，そして体を動かすことが好きな仲間を増やす

取り組みを位置づけ，生涯にわたっていけるよう今後も取り組みを進めてくださ

い。また，体育授業を充実させ優れた指導者の育成や指導方法の工夫にも力を入

れてください。 

③ 情報の公開及び学校評価・自己評価の推進 

信頼に応える学校づくりの推進では，コロナ禍の中，学校評議員や学校関係者

評価委員への来校依頼が制限される中，学校ホームページの更新など，「見える化」

に向けて各校への指導が行き届いていると思います。今後も家庭や地域に向けて

子どもの様子や学校の取り組みがわかりやすく伝わるよう内容の充実や発信に助

言をお願いします。 

教職員の不祥事防止では，事案の発生件数が９件となっています。交通事故・

違反に関わる事案が多いようです。命に関わることとしての交通法規を守る大切

さや自分事として考える研修を深めてください。今後も遠距離通勤者や新たに町

内に勤務する職員の増加が考えられるため，課題を明確にした不祥事防止のため

に研修等の充実を図ることをお願いします。 

④ 教育環境の整備 

教育環境づくりでは，タブレット導入に伴って環境整備だけに終わるのでなく

指導する側の教員のスキルの向上に向けた研修の充実をお願いします。財政が逼

迫する中で大変だとは思いますが，教育施設の整備費確保に向けて努力してくだ

さい。 

連携型中高一貫教育の推進では，カリキュラムづくりや授業交流，合同行事づ

くり，支援事業や広報誌の発行など，油木高校の魅力をいろいろな機会を通して

町内外に発信をされ成果も上がっています。持続可能な中等教育システムに向け

て，小中連携の中に，地域に関心をもち関わる取り組みを積み重ねていくことを

通して中等教育システム構築につなげてください。 

今後，ますます生徒数が減少してくる中で更なる工夫も必要になってくるかと

も思いますが，魅力ある学校づくりに向けて情報収集をしながら地域を生かした

連携教育の推進をしてほしいと思います。 

⑤ 食育の推進 

今後も栄養教諭が各校に出向き授業を行うなど活用を広げる取り組みを続けて

ください。 

地場産品食材の取り組みは地域の特性を生かした大切な取り組みだと思います。



30 

 

食育のみならずふるさとへの愛着にもつながると思います 

   今後は，栄養教諭未配置校，他の共同調理場の給食の状況や食育の授業の状況

を把握して，配置校の取組の成果を踏まえて，栄養教諭未配置校に広めることや，

地場産品食材を積極的に取り入れるための体制づくりに関係機関と連携しなが

ら一層取り組んでほしいと思います。食生活のあり様も大きく変化している中で，

学校と家庭が連携して食育を進め，次の世代の親への教育という視点も含めて進

めてください。 

⑥ 協働支援センター・図書館等を拠点とした生涯学習施設の充実 

学習機会の提供及び学習環境づくりでは，協働支援センターを拠点に地域の教

育力を活かした講座や外部講師を招聘した講座，自主サークル等多くの学ぶ機会

が提供されてきています。 

４地域の協働支援センターが主体として事業展開してきたことの交流を図りな

がら，住民のニーズをふまえた新たな事業展開や講座を今後も充実していってほ

しいと思います。そのためにも情報収集と担当者のスキル向上に向けた研修を充

実してあげてください。生涯学習の推進は教育行政の学校教育と並ぶ重要な柱で

す。変化の激しい現代社会の中で人生 100 年時代を送るためには，自発的な意思

で学習することは今まで以上に重要になります。そういう中で，自発的な活動に

する取り組みに力を入れておられることは大切なことだと思います。    

知的で豊かな町づくり実現のために停滞することがないよう努力していただき

たいと思います。 

   図書館事業は，「教養のまちづくり」の重点であり生涯学習の拠点です。学校

図書館との連携および活用をさらに進めてください。利便性の強化，情報発信を

しっかりしながら，引き続き魅力ある図書館事業に向けた取り組みをお願いしま

す。読書の魅力を伝えるためにもボランティア団体への支援も引き続きお願いし

ます。利便性を考えた出張貸し出しなど利用者の要望を考えた取り組みを今後も

さらに進めてください。 

⑦ 人権を尊重する社会づくり 

地道な取組をされ徐々に学習会が定着してきています。研修会を持つまでの自

治振興会や福祉施設の方の努力に敬意を表したいと思います。学習会を通して差

別の解消のために，人権に関する正しい知識の普及に努めてください。 

今後も多様な価値観を学ぶための教材や専門家の講演の機会も取り入れていっ

てください。参加者を増やすことが大きな課題ではあると思いますが，積極的に

情報発信しながら，今後も粘り強く継続してください。 

   新型コロナウイルス感染症の拡大と SNS 等の不当な差別や偏見・デマ等に惑

わされることなく，正しい情報に基づいた賢明な行動ができ，人権侵害につなが

らないように相談窓口やメッセージの発信等の取り組みを進めてください。 

⑧ スポーツの振興 
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幅広い年代で取り組める軽スポーツの研究と普及を今後も進めてください。そ

のための施設の充実も計画的に行ってください。生涯スポーツの推進を進めるた

めにもスポーツ推進委員の地域での活動に力を入れてください。 

また，トップアスリートを招いたスポーツ教室や運動を体験できる出前スポー

ツ教室などは，子どもたちに夢を与え，スポーツの楽しさ，素晴らしさを味あわ

せたり，地域での健康作りをしていく上で有効です。参加者が多く集まるよう工

夫をお願いします。 

⑨ 文化財の継承・保存 

文化連盟や自主サークル団体発表の場も多く提供され，町民が文化，芸術に接

する機会が計画されていましたが，コロナ禍の中大会等は残念ながら中止されま

した。しかし，幅広い年齢層を対象とした少人数の活動の取り組みはきめ細やか

に継続実施されています。 

文化財の継承・保存は，先人の残された功績を継承・保存することは，我々の

努めであり，少しずつでも整理，分類し，保存のために広報活動をしていくこと

が大切です。今後文化材保護委員の育成や活用事業を学校教育と連携しながら継

承・保存を進めてください。 

 

Ⅲ 総合評価 

 今回，教育委員会事業の項目について点検・評価を実施しましたが，良好な成果が

達成されているものと評価しました。 

 町教育行政は，町内外の若者がこの地で子育てをしたいと思える安心安全で魅力あ

る質の高い教育環境を整備していくことと，神石高原町で生涯を過ごしてよかったと

思える生涯教育の充実が大きな使命であると考えます。 

 新型コロナウイルスや自然災害など予期せぬ事態が今後増えてくることが予想さ

れる社会生活となります。様々なことを想定し対応できる教育の仕組みづくりを今後

も検討してください。 

今後とも，町民の期待に沿うよう長期的なビジョンをもって柔軟に職務を遂行して

いただきたいと思います。地域住民から信頼され，本来の役割が十分達成される教育

委員会となるよう地域住民の意向が反映された教育行政を念願し，これまでの努力に

敬意と感謝を申し上げ，総合評価とします。 

 

令和３年８月５日 

外部評価者 平元 清登 


